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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月3日(2015.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザに処方された医薬品に関する情報に基づいて、同一調剤日に複数の処方がある前
記医薬品が、各処方での前記医薬品の処方日数が異なるか、各処方での前記医薬品の処方
量が異なるか、または同じタイミングでの前記医薬品の服薬がある複数の処方があるかの
何れかの条件を満たすかを特定する特定部と、
　前記条件を満たす前記医薬品の各処方の処方日数の和を、前記医薬品の服薬日数として
算出する服薬日数算出部と
　を備える情報処理装置。
【請求項２】
　前記特定部は、前記医薬品に関する情報に基づいて、前記医薬品の処方量が漸減または
漸増していると特定された場合、前記条件が満たされるとする
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記特定部は、前記医薬品に関する情報に含まれる算定区分コードに基づいて、前記医
薬品の処方量が漸減または漸増しているかを特定する
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記特定部は、前記医薬品に関する情報に含まれる用法コードに基づいて、同じタイミ
ングでの前記医薬品の服薬がある複数の処方があるかを特定する
　請求項１乃至請求項３の何れか一項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記特定部は、時系列に並ぶ前記医薬品の各処方の処方日数が漸減または漸増している
場合、前記条件が満たされるとする
　請求項１乃至請求項４の何れか一項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記服薬日数算出部は、前記医薬品に関する情報に含まれる前記医薬品の所定の処方の
付加情報から抽出された日付けが、前記所定の処方の直前の処方の調剤日と処方日数とか
ら求まる、前記直前の処方についての前記医薬品の服薬終了日の翌日である場合、同一調
剤日に複数の処方がある前記医薬品の各処方の処方日数の和を、前記医薬品の服薬日数と
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して算出する
　請求項１乃至請求項５の何れか一項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記服薬日数算出部は、前記医薬品の用法を示す情報から、前記医薬品の処方量の漸減
または漸増に関する予め定められた文字列が検出された場合、同一調剤日に複数の処方が
ある前記医薬品の各処方の処方日数の和を、前記医薬品の服薬日数として算出する
　請求項１乃至請求項６の何れか一項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　ユーザに処方された医薬品に関する情報に基づいて、同一調剤日に複数の処方がある前
記医薬品が、各処方での前記医薬品の処方日数が異なるか、各処方での前記医薬品の処方
量が異なるか、または同じタイミングでの前記医薬品の服薬がある複数の処方があるかの
何れかの条件を満たすかを特定し、
　前記条件を満たす前記医薬品の各処方の処方日数の和を、前記医薬品の服薬日数として
算出する
　ステップを含む情報処理方法。
【請求項９】
　ユーザに処方された医薬品に関する情報に基づいて、同一調剤日に複数の処方がある前
記医薬品が、各処方での前記医薬品の処方日数が異なるか、各処方での前記医薬品の処方
量が異なるか、または同じタイミングでの前記医薬品の服薬がある複数の処方があるかの
何れかの条件を満たすかを特定し、
　前記条件を満たす前記医薬品の各処方の処方日数の和を、前記医薬品の服薬日数として
算出する
　ステップを含む処理をコンピュータに実行させるプログラム。
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